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九条の会．ひがしなだ 

                     

第 123 号 
 

２０２０年 

３月２７日 

 

事務局 西谷利文 Tel 080-1485-5603  E-mail  nishi-t@hm.h555.net 

 

   深草徹の“ここがポイント” 

   特措法「改正」・諦めずに監視を！ 

                    深草 徹 

「新型インフルエンザ等対策特別措置法」（「特措法」）は、国民の生命・健康に重大な被害を与える

「新型インフルエンザ等」が発生し、深刻な事態となったとき、内閣総理大臣の「緊急事態宣言」によ

り、主に都道府県知事が外出自粛要請、興行場、催物等の制限等の要請・指示、緊急物資の運送の要請・

指示、特定物資の売渡しの要請・収用その他の「緊急事態措置」をとることを定めています。 

しかし、国民の権利・自由の制限を伴う「緊急事態措置」の濫用を防ぐための具体的手当がないため、

議会内外で同法反対が強く叫ばれました。 

ですから改正するなら、「緊急事態宣言」の要件及び手続き厳格にすること、国会が介入できるよう

にすること、権利・自由の制限を最小限にとどめ、万一不当に侵害があった場合の救済措置を設けるこ

と、などだったでしょう。 

今回の「改正」は COVID19 を特措法の対象とすることを明記したに過ぎません。しかし、もともと

COVID19に特措法を適用することは可能だったのですから、不必要な「改正」だったと言えます。 

安倍首相は、初期の対処を誤り、市中感染の拡大を招いたとの批判を受け、内閣支持率が急降下する

と、あわてて独断的措置を連発しました。特措法改正もその一つだったと言ってよいでしょう。 

こんな愚策をそのまま通してしまったことは残念ですが、諦めないで、あるべき改正の視点から、「改

正」特措法の運用を監視しましょう。 

                  （深草憲法問題研究室主宰、九条の会.ひがしなだ共同代表） 

 

特別寄稿 

良心って何だろう？ ⑤ 

他者と共に知る〈良心〉（２） 
岡野彩子 

他方で、ガースとミルズは、良心はある程度の「個性化」も含むと述べています。これは、人が職業

などある役割を演じる際に、重要な他者による強要を拒もうとすることを意味します。 

こうした自己の個性化は、自発的な行為の多様性と広まりから発展し、個人が選択する責任に礎を置い

ています。そのため役割が全くステレオタイプ化された社会では、選択も決断も必要なく、望む自己イ

メージと社会におけるイメージが一致するため、個性化が起こらず、良心の葛藤も生じません。 

このことに関連して、金子晴勇が『恥と良心』で日本人の良心について述べています。社会の動きが

緩慢で革命も起こらず、一般化した他者の経験が特定の狭い共同体に限定された日本では、島国という
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地理的条件に加え、強力な唯一神を持たぬことも合わさり、良心現象の契機が少なかったのではないか。

そのためルース・ベネディクトが『菊と刀』で言うように、良心より世評を気にかけて行動する「恥」

の文化が形成されたと。 

そして、日本人が最大の痛手を受けるのは自分たち特有の徳を、それが通用しない外国に輸出しよう

とする時だ、という彼女の分析を、優れていると評価しています。 

（大阪大学特任研究員／関西大学・京都産業大学非常勤講師） 

 

私のひと言 

カンキン行動続けて 400回 

楽しく参加し、気軽に続けよう 
                       丹羽 めぐみ 
２月 28 日(金)午後６時、関西電力兵庫支社前での原発反対集会

（カンキン行動）が 400回目を迎えました。この日の参加者は 150

人。関電前での集会後、三宮センター街をパレードし、久しぶりに

賑やかに、関電や市民にアピールすることができました。 

この集会が始まったのは、2012 年７月６日の金曜日。福島第一

原発事故の後、初めて再稼働されようとしていた大飯原発の運転開

始に、全国で反対の声が高まっていた時です。神戸でも第１回集会

が実行されたとの記事を見て、２回目から夫婦で参加を始めました

（私自身の参加は、この日で３７５回目）。 

原発反対の思いは、全国で続けられている金曜行動への参加人数が一番有効に社会に伝えられる、と

感じています。もちろん、思いはあっても集会に参加できない方は多く、そんな方々の思いも背負って

参加しているつもりです。 

 カンキン行動の名物は、それぞれの思いの交流と替え歌・字余りコール・リレーコール・・・。楽し

くやっていますので、可能な時に気軽にご参加ください。お待ちしています。 

                                   （神戸市東灘区在住） 

公正な裁判を求めて！ 
                                 泉 伸忠 

2 月 27 日に湊川神社前に約 80 名が集まって「公平な裁判を求める集会」を行いました。当日は、あ

いにく寒くて時折り小雨の降る天候でしたが、東灘から自転車でやって来た猛者もおられました。この

裁判は 15 年前から続く「生活保護費引き下げは憲法 25 条が保証する『健康で文化的な最低限度の生活』

をないがしろにするものだ！」という主張で闘われてきたものです。兵庫県で 24 人の原告が、そして

全国では千人を超える原告の人たちが各地で裁判闘争をしています。過去の裁判では「厚生労働大臣に

生活保護費の決定権がある」との見解で連戦連敗だったのですが、最近になって厚労省のデータに偽装

があったり、厚労相の決定権の裏付けであったはずの審議会からも反発があって、普通に考えたら「こ

の裁判は勝てる」という情勢になって来ました。兵庫県での長年の裁判で疲れが見えかけてきた原告さ

ん達も 15 年前を思い出して、改めて裁判前に集会を開いて気勢を上げました。 

（兵庫県生活と健康を守る会 事務局長） 
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謝れ！賠償せよ！避難を認めよ！ 

３月５日、原発賠償裁判で弁論 
      高橋 武三 

 原発賠償ひょうご訴訟第 33 回口頭弁論が 3 月 5 日、神戸地方

裁判所で開かれました。新型コロナウイルスの国内感染拡大のた

め、いつもの神戸駅前街宣、入廷行進、報告集会は中止されまし

たが、それでも約 50人が傍聴席を埋めました。 

閉廷後、正門前で初の記念写真を撮影。法廷では、原告代理人

が裁判所に提出した準備書面に沿って「内部被ばくと避難の相当

性」、「県民調査、最近の報道」について口頭弁論がなされまし

た。「最近の報道から」の「(3) 国や学者の発表に虚偽や過誤が相次ぎ、信頼できないこと」の例とし

て、大熊町の「帰還困難区域」の一部が避難解除要件の空間線量低下を確認しないまま、3 月に決定さ

れるという指摘がありました。最近の報道でも双葉町の駅周辺が避難解除されていますが、東京五輪向

けの「安全宣言」としか思えません。 

裁判はこうした欺瞞も暴く大切な闘いです。 

勝訴のために、皆で傍聴支援を続けましょう。 

                       （原発賠償ひょうご訴訟 コア・サポーター） 

 

 

檻の中のライオン憲法講座【応用編①】 

「檻をやわらかくしたい」と言うライオン～９６条改正論 

楾 大樹 
 

今回からは「応用編」。 

時事問題を振り返ってみます。 

 檻（憲法）には，ライオン（国家権力）の力では壊したり、広げた

りできない「硬さ」が必要です。そのため，改憲には①両議院の総議

員の３分の２以上の賛成，②国民投票での過半数の賛成，という 

厳格な手続が必要とされています（９６条）。 

この「３分の２」を「過半数」に書き換えよう，という９６条改憲論

が２０１３年の参院選で争点となりました。ライオンが「檻をやわら

かいのに作りかえたい」と言い出したのです。そんな勢力に多くの有

権者が票を投じた選挙結果を見て，私は強烈な危機感を持ちました。政治家も有権者も憲法のことを何

もわかっていないのでは？これから憲法が壊れていくのでは？と。 

私が危惧したとおり，その後，ライオンが檻を壊す動きが止まらなくなりました。 

参照『檻の中のライオン 憲法がわかる 46のおはなし』楾大樹著 

（はんどう・たいき、明日の自由を守る若手弁護士の会、ひろしま市民法律事務所） 
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徳島だより 

月 8日の街頭行動を重点に  

横山良  
私は１９９６年秋、徳島から神戸の大学に単身赴任し、以来１７年半、徳島と神戸を往復して過ごし

ました。この間、灘と東灘の九条の会の催しに、参加させていただきました。 

２０１４年春に定年退職して徳島に戻ってからは、徳島革新懇、地域共闘組織であるオール徳島などに

属して活動しております。 

徳島九条の会の催しにも参加しておりますが、私が特に重点をおいているのは、月平均８日くらいの

街頭活動です。 

それは毎週金曜日夕方の原発再稼働反対行動、毎月３日の「アベ政治を許さない」行動、毎月１９日

の「安保法制廃止」行動、それに徳島県政固有のテーマである「記念オーケストラ疑惑究明」行動など

です。各回に５〜１０分程度のトークをするのを、常としております。 

このトークのために、いくつかの新聞とネットにいつも注意を払っています。通行者だけでなく、活動

参加者のためにも最新の情報を盛り込もうとするのですが、細々と続けている自分の研究（アメリカ・

ポピュリズム）との間で、時間と意識の切り替えが難しく、苦労しております。 

（神戸大学名誉教授・徳島革新懇代表世話人） 

 

住吉山手から 

             あの時 
                                  公庄 れい 

２５年前のあの時、家の近くの赤塚山高校も避難所になった。 

 家の片づけが一段落したので、私はボランティアとして食事を担当した。米や調味料は各地から送ら

れてきたが、野菜は無かった。 

以前から付き合いのあった関東の人達に送って貰ったが、有難かったのはクロネコヤマトさんである。

避難所への荷物はすべて無料にして下さった。沖縄の県会議員上江州（うえず）トシさんに、キウリや

レタス等を送って頂いたのも忘れられない。日航が運んでくれたのである。 

とにかく寒かった。風花の散る日が多く、この地に再び春が来るだろうか、と思わせられた。校庭に

は仮設トイレが並べられていたが、それを毎日寒風の中、セッセと掃除をする男子生徒が居た。 

避難所が解消され、学校が普通に戻ったある日、学校近くの道路脇に座り込んでいる彼を見かけた。ど

うしたの、と声をかけると、遅れたから学校へ入れてくれへん、と淋しそうに笑った。 

学校って、そんなとこなん？ 

                         （孫たちの将来を案じるおばあちゃんの会） 

  
カンパの郵便振替口座 

 口座記号 ００９００－６ 

 番  号 ２１７１２９ 

 名  義 九条の会.ひがしなだ 
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